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Agenda

•データからの炎上分析
• 複数メディアでの拡散
• 何が拡散しているのか
• 誰が反応しているのか

•理論に基づく炎上対策
• デマの壁理論
• ハイダーの認知的均衡理論
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Twitter

• マイクロブログと呼ばれるシステム
• 140文字以内の文章(Tweet)を投稿

• 1億人を超えるユーザ
• 一日30万人ずつユーザが増加

• 月間ユニークビジター数：1億8000万

• オープンソーシャルメディア
• 世界中の人が見ることが可能

• フォロー対象（友人）のTweetをリアルタイムに表示
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リツイート(Retweet)
• 誰かのTweetを自分のFollowerに紹介する機能

• 情報の拡散に貢献
• 本人が知らないところにも拡散

ハンバーガーに
虫が入ってた

RT

RT
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リツイートによる情報の拡散

• リツイートの連鎖で数万人に広がることも
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炎上の広がりと実例

• 企業の炎上はどのように始まりどう広がるのか
• ソーシャルメディアを中心に考える

• 例：マクドナルドの異物混入事件
• 1月5日：1月3日に販売したチキンナゲットに異物が混
入というニュース

• 1月7日：2014年8月に販売したポテトに人の歯が混入し
ていたというニュース

• 1月7日：謝罪会見
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マクドナルド異物混入に関する
Twitter上での情報拡散

データ提供は株式会社ホットリンク7



まとめサイト・ニュースサイト

• Togetter
• Twitterをまとめるサイト

• 話題に関連するツイートを個人が集める

• 2ch系まとめ
• 2chや，2chに集まるユーザが好む内容をまとめたサイト

• キュレーションサービス
• ネット上の情報をまとめるサイト

• 様々なメディアの情報がまとめられる

• ニュースサイト
• ネットニュースサイト

• 一般ニュースサイト 8



炎上のメカニズム

ソーシャルメディア

ニュースサイト

2ちゃんねる

まとめサイト
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リツイート・まとめ・ニュース
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1月7日の拡散状況

データ提供は株式会社ホットリンク11



ネット上の情報拡散
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ネットにおける炎上現象

•炎上の原因
•ソーシャルメディアの情報拡散
•まとめサイト
•ニュースサイト

•相互作用
•複数メディアに拡散
•より大きな拡散に

ソーシャルメディア

ニュまとめサイト
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炎上拡散対策

• 複数メディアへの拡散
• より多くの人の目に触れやすくなる

• まとめサイト，ニュースサイトに注意

• ここに流れなければ大きな拡散にはならない

• まとめサイトに乗らないためには
• まとめる人の目に触れない

• 初期の拡散を食い止める

• ある点を超えると防止困難
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何が拡散しているのか
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マクドナルド異物混入に関する
Twitter上での情報拡散

データ提供は株式会社ホットリンク16



拡散しやすい情報

• 面白いもの・話題性の高いもの
• 関連する情報

• 話題に便乗した「ネタ」：大喜利など

• 意外性のある情報
• 「実は・・・」

• デマの可能性が高い

• ニュースなどのURLが貼り付けられているもの
• 情報源として信頼が置けるもの

• マスメディアのニュースサイトなのかまとめサイトなのか
はあまり関係が無い
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炎上詳細分析
人工知能学会学会誌の場合
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人工知能学会・学会誌「人工知能」

• 人工知能学会が学会
誌の表紙を変更

• 2014年1月号

• 女性型掃除機

• Twitter上で「女性差別
的である」との批判

• Twitter上で議論
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データ詳細

• 収集期間
• 2013 年12月16日～2014年01月08日

• 検索ワード
• 「人工知能」

• ユーザ数・ツイート数
• ユーザ数：42,369
• ツイート数：89,262

• URLデータ
• 全ツイートの中に含まれたURL：3,895 種類

• 出現数： 50,621 回
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情報の整理

• 大量のURLがTwitter上には存在
• すべてを見ることは困難→情報整理

• 得られたURLを分類
• ツイート：140文字以内という制限→自然言語による分
類は困難

• WEBページ：画像も含まれ困難

• 内容に依存しないクラスタリング手法の提案
• 人の行動に基づいたクラスタリング
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二部グラフによるクラスタリング

• 必要としているユーザに基づくクラスタリング
• 立場ごとに必要としている情報が異なる

• 仮定：同じ人によってツイートされたURLは類似した情報で
ある

• ツイートユーザの類似度でURLをクラスタリング

AA BB CC DD
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抽出された主なクラスタ

No. Name URL数 総ツイート数
1学会表紙ネタ系 9 15796
2浅い議論系 3 6146
3深い議論系 13 1968
4Togetterまとめ 3 284

• 全55クラスタを抽出

– 45クラスタが1 つのURLからなるクラスタ

– 主なクラスタ：URL数3以上のクラスタ
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クラスタ1・学会表紙ネタ系

• 含まれるサイトの特徴
• 他の学会紙の表紙

• 各種学会の表紙や関連する小ネタ

• 表紙に描かれた女性の画像など

• 派生したネタをツイートしたものが中心
• 直接表紙については言及せず

• ネタを楽しんでいるクラスタ
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クラスタ2・浅い議論系

•含まれるサイトの特徴
• 表紙に関して議論を行っているサイト

• ニュースサイト

• まとめサイト

• ブログ

•表紙に関する情報を扱う
• ジェンダー問題などには踏み込まない
• 非専門家が意見表明が中心
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クラスタ3・深い議論系

• 含まれるサイトの特徴
• 表紙が持つ問題点に関する議論

• ジェンダー論をはじめとして人工知能の表紙そ
のものに関して考察したブログ

• 表紙の件を「真面目に」捉えたサイトのクラスタ

• 表紙に肯定的な意見，批判的な意見双方を含
む
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クラスタ4・Togetterまとめ系

• 含まれるサイトの特徴
• Twitter のまとめサイトである togetter
• Twitter の情報が見やすい形で再編集された情
報

• 表紙が持つ問題点については深い議論は無い

• どちらかといえばネタとして消費
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各クラスタのツイート時期と
ツイートの盛り上がり
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クラスタごとの持続時間と拡散性

持続時間

拡散性

クラスタ 1:
学会表紙ネタ系

クラスタ 2:
浅い議論系

クラスタ 3:
深い議論系

クラスタ 4:
Togetterまとめ系

29



炎上拡散対策

• なにが拡散しているのか見極める
• ネタか

• 真実か

• デマか

• 拡散情報にごとの対策法
• ネタ：放置

• 真実：初期対応

• デマ：真実の拡散
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誰が拡散させているの
か
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ユーザコミュニティとWEBサイト

•誰が何をツイートしたのか？
• コミュニティ単位での情報拡散の分析
• どのように情報が伝播したかを解明

•個々のユーザでは無くユーザ群に着目
• ユーザコミュニティの抽出

• 各クラスタが「いつ」「どのコミュニティで」
出現したか
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クラスタ1，2

• クラスタ1：学会表紙ネタ系

• クラスタ2：浅い議論系

コミュニ
ティID ユーザ数 特徴語

9094 215MoE 高専 TRPG ポケモン アイマス プレイ

5018 807工作 マイコン キット ロボコン 電子 組み込み

5947 642UTAU ミク MMD 初音 mylist ボーカロ
イド

5260 1468Haskell Python coins インフラ github Emacs
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クラスタ3，4

• 3：深い議論系

• 4：Togetterまとめ

コミュニ
ティID ユーザ数 特徴語

9205 1936原発 放射線 福島 政策 経済 放射

951 1525軍事 WoT 大洗 共産 ニコマス 模型
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ユーザの違い

• クラスタ1，2は軽い話題
• クラスタ1は完全に小ネタ

• クラスタ2は浅い議論系

• 幅広いユーザがTweet
• クラスタ3は深い議論，クラスタ4はまとめ記事

• 社会問題に興味があるコミュニティによるTweet
• 問題そのものに興味がある人々

• 議論好き

• 一部のユーザが反応
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炎上拡散対策

• 誰が拡散しているのか見極める
• 一般ユーザ

• 概ねネタとして消費

• すぐ飽きる

• 人数は多いため注意は必要

• 専門家
• デマであればむしろ味方

• 真実であれば不利な情報も

• 正義の味方
• 大きな組織（政府・大企業）を叩くことを好む

• 長期間にわたって問題を提示し続ける
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炎上の心理学
デマの壁理論

認知的均衡理論
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選択的接触

• 都合のよい情報のみ受取る
• プル型メディア

• 情報過多

原発反
対原発賛成

改憲

護憲

靖国

TPP
反対

慰安婦
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Lada Adamic と Natalie Glanceによる米国大統領選挙におけるクラスタの可視化
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エコーチャンバー

• 選択的接触
• 類似した考えのみを収集

• 確信の増幅
• 「周りの皆が同じ考え」

• 自分は間違っていない

• 他の考えが少数派に見える
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沈黙の螺旋

• 同一意見が多数派
• のように見える

• 事実がどうかとは無関係

• 少数派は意見を言えなくなる
• 社会的圧力（同調圧力）

• 同調しない場合は沈黙

• 少数派はより見えづらくなる
• 多数派には反対意見はないように見える

• 確信度の増幅
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デマの壁

• 選択的接触+エコーチャンバー+沈黙の螺旋
• 同意見を持つユーザを好んで観測

• 「好まれる情報」のみが提供

• 「否定情報」は含まれない

• デマの壁
• ある層には訂正情報が広まりづらい

• 「訂正情報」に接触しない

• 「好みではない情報」は受け入れない

• 壁の中にも受け入れやすい形での情報提供
• 否定的ではない情報提供

• 中立的情報提供 42



ハイダーの認知的均衡理論

• 2人と対象の間にある3つの関係性(正 or 負)
• 3つの関係性の積が正 安定

[Cartwright,56] Cartwright, D. and Harary, F.: Structural balance: a generalization of
Heider’s theory., Psychological review, Vol. 63, No. 5, p. 277 (1956) 43



認知的均衡理論と炎上

CustomerCompany CustomerCompany
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炎上拡散対策

• どのように情報を伝えるか
• デマの壁をどう越えるか

• 壁の外に正しい情報が伝われば十分
• 放置するのも一つの手

• デマの壁にいる人々は一般人には信用されづらい

• 認知的均衡理論の利用
• 坊主憎けりゃ袈裟まで憎い

• 味方であれば多少のことは大目に見る

• 「味方になっておく」ことは大切

• 「敵の敵は味方」理論
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炎上拡散をどう食い止めるか？

• 複数メディアへの拡散を避ける

• 何が拡散しているのかを見極める

• 誰が拡散させているのかを見極める

• 真実が伝わりづらい場所への対策

• 味方を作る

46



まとめ

• データからの炎上分析
• 複数メディアでの拡散

• まとめサイト・ニュースサイトに注意

• 何が拡散しているのか
• 大きく拡散するのはネタ
• 重要なことは拡散しないが長く続く

• 誰が反応しているのか
• 一般人はネタにのみ興味

• 理論に基づく炎上対策
• デマの壁理論
• ハイダーの認知的均衡理論
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